
全国消費実態調査からみた鳥取県の家計の変化
１世帯当たり１か月間の平均消費支出（平成16年、21年、26年）

（二人以上の世帯のうち勤労者世帯　　調査期間：各年９月～１１月）

食料

60,657

食料

61,509

食料

58,702

住居

25,608

住居

18,004

住居

16,882

光熱･水道 17,848

光熱･水道 15,180

光熱･水道 15,580

家具･家事用品 11,759

家具･家事用品 11,007

家具･家事用品 9,094

被服及び履物 9,151

被服及び履物 12,006

被服及び履物 10,418

保健医療 9,651

保健医療 8,434

保健医療 9,527

交通･通信

52,393

交通･通信

45,266

交通･通信

40,972

教育 0

教育 0

教育 0

教養娯楽

24,227

教養娯楽

24,863

教養娯楽

24,331

その他の消費支出

74,437

その他の消費支出

109,585

その他の消費支出

80,812
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305,852円

285,731円

266,318円

食料

62,032

食料

59,365

食料

63,943

住居

16,515

住居

27,016

住居

27,114

光熱･水道 18,353

光熱･水道 17,792

光熱･水道 17,590

家具･家事用品 11,512

家具･家事用品 8,406

家具･家事用品 10,337

被服及び履物 12,797

被服及び履物 9,385

被服及び履物 12,292

保健医療 9,286

保健医療 10,722

保健医療 9,778

交通･通信

60,998

交通･通信

54,715

交通･通信

41,687

教育 4,625

教育 6,884

教育 15,818

教養娯楽

23,842

教養娯楽

24,172

教養娯楽

22,899

その他の消費支出

46,722

その他の消費支出

65,563

その他の消費支出

75,082
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296,539円

266,682円

284,021円

食料

71,546

食料

67,406

食料

72,542

住居

12,132

住居

14,870

住居

27,863

光熱･水道 19,386

光熱･水道 19,794

光熱･水道 18,939

家具･家事用品 7,553

家具･家事用品 6,808

家具･家事用品 8,900

被服及び履物 12,604

被服及び履物 11,373

被服及び履物 14,349

保健医療 8,637

保健医療 14,681

保健医療 9,639

交通･通信

55,127

交通･通信

41,040

交通･通信

56,219

教育

22,642

教育

23,217

教育

34,092

教養娯楽

29,445

教養娯楽

23,371

教養娯楽

26,896

その他の消費支出

40,397

その他の消費支出

63,384

その他の消費支出

74,520
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343,959 円

279,469円

285,943円

理美容サービスや交際費など

の「その他の消費支出」が全体

の総額のうち最も大きな割合を

占めています。

「交通・通信」は年々増加してお
り、平成１６年と平成２６年を比べ
ると約１．３倍になっています。

年間収入の減少に伴い、

全体の消費支出が減少し

ています。

年間収入額

Ｈ１６ ６，４３１千円
Ｈ２１ ６，３０３千円
Ｈ２６ ５，８７２千円

夫婦のみの世帯

夫婦と子供が１人の世帯

夫婦と子供が２人の世帯

夫婦のみの世帯と比べ

「その他の消費支出」が大

きく減っています。

また、夫婦と子供１人の
世帯と比べ「食料」、「教
育」が増加しており、消費
支出の総額も増加してい
ます。

（注）平成２６年全国消費実態調査を実施した平成２６年９月から１１月にかけては、平成２６年４月の消費税率の引上げに伴う駆け込み需要の反動が見られる

時期であるため、過去の結果と比較する際には注意が必要です。


